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1　は　じ　め　に

トマト栽培種（上．e8mJe乃払m）の遺伝的変異には限

りがあり，栽培種間での交雑では特性の大幅な改良は望め

ない。そこでトマト近縁野生種を利用することにより内容

成分の含有量や含有比の変異を拡大し，高糖度や高機能性

といった高品質トマト素材の育成が考えられる。本研究で

は栽培種と近縁野生種の種間交雑FIについて内容成分特

性を調査し，近縁野生種利用による成分育種の可能性を検

討した。

2　試　験　方　法

近縁野生種8秤12系統とトマト栽培種10品種との問で種

間交雑体の作出を試み，得られた80組合せについてその特

性を調査した。上．per乙‘Ugα肋肌，LcんgJe花8eについては

通常の交雑による交雑体の作出が困難なため胚培養により

交雑体を得た。なおん．pe花乃eJJgiについては交雑体は得ら

れたが近縁野生種，Fl共に結実が見られなかった。

1993年4月2日に播種し，ポリポット育苗後5月28日に

定植した。うね幅180皿，株間40cm粂植えの露地支柱栽培

で試験を行った。試験区は1区5株無反復とし，栽培管理

などは当場の慣行に従った。

調査には収穫調整後－30℃で凍結保存した完熟乗を使用

した。糖含有量については凍結試料に同量の蒸留水を加え

て破砕したものの濾液を試料とし，高速液体クロマトグラ

フィー（カラム：島津SCR－101N）で糖含有量を定量し

た。L－グルタミン酸は前述の糖定量用の濾液をさらに20

倍に希釈し酵素法（ヤマサL一グルタミン酸測定キット）

で定量した。ビタミンCは凍結果肉を使用し，ヒドラジン

法によって定量した。カロチノイド類は果肉試料2gにア

セトン・ヘキサン混液（6：4）20mlを加えホモジナイ

ザーで破砕した抽出液を蒸留水で洗浄後，無水硫酸ナトリ

ウムで脱水し，エバボレーターで濃縮乾固させ，ジェテル

ェーテル・クロロホルム混液（1：1）で5mlに定容した

ものを試料とした。定量は高速液体クロマトグラフィー

（カラム：島津SLC－ODS）により，移動相はアセトニト

リル・THF混液（9：1）とし，450nmの波長で測定し

た。

3　試験結果及び考察

ショ糖蓄積能は劣性形質であり，F】においてショ糖の

蓄積はいずれの組合せでも認められなかった。糖の含有量

は上．九grS比は爪と上．CんmgeJeMS烏王～のF】が高く，上．

扉叫血融坤）Jgα爪や上．per址U‘α乃UmのF■は親の近縁野

生種の糖含量が高かったにもかかわらず，糖含量は低かっ

た。糖の構成比（G／F）については両親のうち近縁野生

種の影響が強く現れた。上．esc．〃αr．CerαS的rmやエ・

如叩血班的血仇のF．でブドウ糖と果糖の比率が0・7前
後，上．九irs比と比m，Lc／lmgeJeMぶた拭Lcんeesmα几ggでは

0．5～0．6，上．pemUiα柁Um，Lc九gJe几Seでは0．4前後と願

書な差が認められた。

ビタミンCの含有量が栽培種では10～30曙％であるのに

対して50mg％以上の非常に高いものが認められた。L

c九gesmα誠，Lc九gJe几Se，上．perαUJα乃昆mとのFlが高

く，供試した中では上．CんgJe几SeのF．の83．3mg％が最高値

であった。現在，高ビタミンC性の遺伝は始やdgといっ

た高色素遺伝子に伴うものが知られているがこれらとは異

なる遺伝様式を持つものも存在する可能性が示唆された。

L－グルタミン酸の含有量で栽培種を大きく上回るもの

は認められなかった。親系統が極端に含有量が少なかった

上．CんよJe那eと上．peruufα乃umはF】でも同様に含有量は

少なかったが，他の近縁野生種については親系統の含有量

の影響は認められなかった。

トマト栽培種の果実より検出されたカロチノイドはリコ

表1トマト近縁野生種の果実成分特性

Lイル

種名　　　　SUC．GLU．FRU　計　SUC％G／F V．C　タミ鳩

系統名（％）（％）（％）（％）　　　　（喝％）（喝％）

上．卿血肌
LAll17．310．510．66　8．48　86．2　0．77103．2　20．8

LA37211．42　0．34　0．5412．30　92．8　0．63157．8　6．l

L亡兄ik那e

LA1兆71．87

上．山rS血m

LAl別7　2．02

1．ムirS血可g．
WYR79241．78

1＼●YR39512．10

し血血混蛸捕

LAlO28　0．70

LA13貼　4．92

0．431．38

1．341．76

0．431．54

0．241．03

0．18　0．43

0．871．28

上．血邪別品

LA1414　　tr O．401．糾
LA1427　　tr O．411．45

上．如如畑榊血
LA722　　tr　2．85　3．54

LAl弥l tr　3．70　4．85

山肌血血m・，ぐ，

LA1425　　tr　2

3．67　50．9　0．3163．2　5，4

5．12　39．5　0．76　12．3　朗．3

3．75　47．4　0．2813．152．9

3．38　62．2　0．23　15．3　99．8

1．3153．2　0．4140．618．4

7．07　69．6　0．鎚　46．7　32．4

2．25　－　0．22　53．1336．5

1．86　－　0．28　57．3269．7

0．8168．4　79．9

0．76　68．7　63．7

36　－　0 81　58

上．郡山血爪

挑太郎　　　trl．幻1．92　3．75　－　0．9515．6253．1
ミニキャロル　　tr3．03　3．07　6．11－　0．99　33．5303．0
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衰2　上．eざ蝕加地爪と近縁野生種の種間交雑F．の成分特性
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tr O．771．812．59　0．43　67．3　　8．5

HS－l xLSl13－1tr O．681．87　2．56　0．36　63．6　27．3

上．eSm良旭mXLr柚那g

LA1501　×LA1967　tr O．701．72　2．42　0．4183．3　3．8

ピンとβ－カロチンであり，β一カロチンはリコピン含有

量の1／10程度であった。LcAee8mα几igはβ－カロチン

のみが含まれ，その含有量は栽培種よりも多かった。上．

加Ⅶ血肌と上．C九mgeJeと〃ぶたggも含まれるカロチノイド

はβ－カロチンのみであり，栽培種よりもやや少なかった。

エ・卸町血刷的血仇は栽培種と同様なカロチノイド組成

を示し，上．esc．U肌CerαS的rmからもリコピンとβ－カ

ロチンが検出されたが，栽培種よりも，β－カロチンの比

率が高かった。β－カロチンはいずれの近縁野生種からも

検出されなかった（表1，2）。

種間交雑Flのカロチノイド組成は，組み合わせた近縁

野生種による差異が認められたが，既存の系統よりも著し

く多い系統は認められなかった。上．ぐみeegmα几砧とのFl

は，β－カロチンのみが検出され，その含有量は一般の栽

培種よりも高かったが，月遺伝子を保有する系統と同程度
であった。

上．九gr紬は爪の2系統を使用したF．はいずれの組合せ

においてもリコピン，β－カロチン，6－カロチンが検出

されたが，その量は少なかった。上．C九mgeJeuぶたigとの

F】も，上．んirS比はmと同様に3種のカロチノイドが検出

されたが，組み合わせた上．C九mよekMぶたfiの系統によっ

てβ－カロチン含有量に差が認められた。上．．pgmpg柁e〃い

ルJi昆mあるいは上．eぶC．〃αr．CerαS的rmとのF．につい

ては栽培種と同様なカロチノイドの組成を示した。近縁野

生種のうち上．Cんeesmα花王よは色素遺伝子の月遺伝子を，

上．C九mよeね∽ぶたれ上．んgrs昆古址mはかeJ適伝子を保有し，

また供試した上．CんmieeeリS彪fg（LA1306）はβ遺伝子も

あわせて持つが，いずれもカロチノイド類の含有量は少な

く前駆物質の生産能力の欠如が推定された（表3）。

表3　近縁野生種と栽培種の確聞交雑F，のカロチノイド組成

組　　合　　せ
カロチノイド含有量（〟g／g）

リコビン　β－カロチン　6－カロチン

1．es蝕加地mXLcんggsmαniよ

LA1501

CR－4
×LA1427

1．郎蝕お花血mXL加悦血㈹

LA1501

CR－4
×LA1347

上．eg蝕加餌mX上．抽馳加り．g
LA1501

CR－4
×WYR7924

上．eS仙Je血mXl．止血血路誠

LA1501　　　×LAlO28

LA1501

CR－4
×LA1306

Le的加地mXl．如如棚榊血
LA1501

CR－4
×LA722

0．0　　13．5　　　0．0

0．0　　28．9　　　0．0

3．7

6．3

4．9

4．9

3．5

3．9

1．5

122．8

104．4

上．es蝕加地mXL路用肋旭川川．CerαS的rm

LA1501

CR－4
×LA1425

Ldee5m血佗if（LA1427）

上．鮎r山加m／．g．（WYR7924）

Ldm血塊劇痛（LAlO28）

上．如如刷榊血（LA722）
1．細山摘肌用．C打が抽l・m

1．gぶmJ純血m

LA1501

CR－4

91．9

4．8　　　7．0

2．8　　12．7

2．7　　　8．9

4．2　　　6．7

3．3　　　6．6

15．9　　　6．2

13．7　　　6．1

12．5　　　0．0

11．8　　　0．0

13．1　　　0．0

4　　　0

0．0　　10．0　　　0．0

0．0　　　2．0　　　0．0

0．0　　　3．9　　　0．0

6臥1　　　3．5　　　0．0

43．9　　20．6　　　0．0

128．4　　　6．7　　　0．0

42．3　　　3．5　　　0．0

4　ま　と　め

近縁野生種と栽培種の種問交雑Flの内容成分を調査し

た結果，近縁野生種には高糖度性素材としての利用の他に
果実に含まれる糖の比率を変えることによる甘味度や食味

の改変，高ビタミンC系統育成の素材としての利用の可能
性が考えられた。
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